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181.草津市青地町無量寿寺

古墳群について

1.古墳併発見の契機

IIl1羽16251~ 2 J J、:t:qItili・'i'j'地IIJfの無hl脊寺住職伊藤生

郎氏よリ、 I，;J命磁j也|付において行わhていた慈地擁壁

造成工・J';にl品lわリ'4i屯と思わlLゐ行制WIt築物の発見並

びにと仁総が，'11-七した狩のi出絡が:;frli教育委員会になさ

れた.

これを受けて本ili教ff委H会では、現地に赴き当該

総築物等が，t;境の:ri宅及ひ・WJ~I\品て'ある ζj.ì.を確認する

と共に、周辺の断資を行い当議古tft南西側において新

たにー棋の古般が良好な形でi宜有ーしていることを確認

した.そして工'j}.を一時中止し、現状の古墳及び石室

総棋の抱保並びに遺物の録集等、今後の当該遺跡の保

議にl泌する資料を得るための調交を 2月238から25日

にかけて実泊した.この結来に~~づき今回の古績発見

の契機となったものを無公寿寺一号境、また踏査によ

って発見されたものを同二号噴とし、当該古墳二基を

無五1#王手ii:lJle宇として昭和62年 3月6臼付けで滋賀県

教行委以会に宛て遺跡発凡l請けをiffii議した。

2.古墳群の現状

従米よりぷiItili械の占治|時代関係の巡跡は、古墳数

並ぴに.J.IH存跡得が紛l\~な状況であり不明な点が多い。

級品好奇門別11f.周辺においても山寺町に前1~1から後

j~lにかけての占有Tが存した北谷古tm洋および上の山主主

古脱税が、また辿分町にはjjiJJUlの追分古境等が所::(Eす

るが当紋古川~r下{こ近抜するものとしては 6世紀後半頃
、危

のn主の古江tからなるfffiUl古tft鮮が告f1られているにす

ぎず、同11年J~lの .!lHi必勝も未発見の状態にある。

さて今回発見さt1.た無id:努考古境群{立、瀬悶丘陵か

ら派生する舌状の1lAり出しの先立造部ift<、標高 114-

116mに位巡し、尾般筋に沿って二基速なる形で遺存

している.一分担II立、無量得寺境内から~道をよリき

った付近に存するが、以前から墓地として使用されて

きたため変形しており、周辺との区別がつきにくく、

下方の必地及び参道部分とに段差があるにすき'ない。

現地gP!i止によれば1(1径13m弱、高さは現況で2m緩の

円績であると考えられる.一号償策fP.IJの擁壁工事によ

第 l図 無.努考古墳群周辺遺跡分布図
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第 2図 書軽置要事寺吉積書学位置図

って露出した右寄は、すでに工事によって上部は抜き

取られ基底部のみが鍵型に巡存していたにすぎなかっ

たが、基底部には、輔、日百さ共に50cm前後の石を使用

し、壁面にjfiff.する石i 嗣4伽明、 j写さ20cm前後の板

状のものが多〈入っている.その{也、天井石状の施設

等は現状では確laできなかった。
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第 3図 無量発寺 i号境全体図

こ1:層の状況は、 ] ~が後世の埋葬名手の鋭古しを受けて

おり、締まりがなく若干の'丹・片が混じる。2-10@li 

l}習と閉じく術水等による撹乱により絡ま リはあまリ

ないが、1能検状況は 2-4、101習が斜めに立ち上がる

板石に沿って比絞的大 きなレンズ状に土を縫っている

のに対し、5-9層は、基底部及び上方に直線的に立

ち上がる板石に沿って細か〈 土 を盛り上げる という途

いが両者に認められる。

露出部分は古尊重端部付近と考えられるが、この銀出

した基底部が、玄室互角部を表すものとするならば、当

該古績は北東fllrjの谷部に向けて関口する横穴式石.:i境

であ るこ とが考えらtL，自主前北1ftl)に斜めに立ち上がる

板状石の速なリ i止、その石の絡み方お よび土層の状況

等ーから羨遂の閉家権設の可能性が考えられる。しか し、

露出 したまま底部の位滋が l告す墳推定復元図による と中

央から去を干東にずれている感があり、石室位霞の設定

になお検討の余地を残している。

なお、工事に伴って出土した遺物について、発見者

によれば右組みの本底部内部より出土したと いうこと

であり、その型式から 6世紀中頃の遺物と考えられる。
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第 4図無量発寺 l号墳出土土器実jJ!IJ図

一方、二号;債は一号墳の繭・凶、墓地の南端に位置し

ている。元来、林であったため一宮I~を果樹闘として削

平を受けているものの、極めて良好な形でi蛍存してい

る。現地に於ける~i'il~J では、 I直径約20問、 i拐さ約1. 5

mの規模を持つ二段ま注目先のP:J墳であると考えられる。

幸子石等の外部施設は現在のところ確認されておらず、

主体音[~の構造も現在のところ不明の状態である。

二号墳からは、築造1時lPIを知り得る遺物の出土はな

いが、検丘の形状等から一号境に先行する可能性を有

している。

なお、古脱者平の周辺は、来ltf闘および竹林としてliH

2監されているが、耕作者の話ーでは開設時に石材や刀が

出土したという ζ とであり、無量好寺古墳群が所在す

る丘綾部周辺に更に5JIJの古墳(群)が存夜したことが

窺われる。

3.出土遺物

工事によって露出した石室内から出土した逃物Ij、

すべて須Yi1i総で材、身 2、脚{寸紺 1、高林2、車問叉 1の

号1・6点であった。名造物には、若干の型式差が存在す

るものの全体として 6世紀lド頃の遺物とみて大差はな

いと恩われる。これらの中で、興味深い遺物としては

係底部に同心問叩きの痕跡、を残す;窃杯2点が上げられ

る。以下、 当該遺物について述べてみると、 3は、 j胸

部後13.6cm、残存高14.8cmを計り、胸部裾が内i印jに踏

ん張る三方に長方形透しを持つ長!附lの高杯である。杯

苦[S内商底部には中心音I~から約 4cmの範聞に叩きを施し

ている。中心部のIIrJきはナデによって消されわずかに

残るのみだが、外側には 5闘の叩きが行われている。

叩〈方|向は、 4 と奨なり規制。I~tが認められない。 4 ，ま、

胸部径9.4cm、残存高7.4cmを計リ脚部の中央に小方

形の透しを三方に自己する外1P'1]に聞き気味の短い脚古rsを

持つ高杯である。Z宇都は上部を欠扮しているがその内

部底部には、ナデによって消されかけているものの中

心部から約 4cmの純聞に同心問叩きが施されている。

悶心問叩きは、反時計回りに行われて主主り 、中心部11

2回、外側のものは 3回の叩きが認められ、また中心

部のものは外側のものと比べて叩きが筆、に行われてい

る。
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また、向者の外聞低音11は、ともにへラ削りが施され

ており、内illi同級にnnきが行われていたか否かは判然

としない。

ζ の他、草津市内に必いて同様の須忠告号車託料、放ぴ23

将、の出土は、i却念巡跡から報告されているが、御l合例

f;t、 S X02C 2と11乎んでいる1ftち込みより多品のゴニ昔話

に混じ勺で .'H 十ーして おり、その~~ ):\:か ら 日和紀末頃土

忠、われる 。 同心問叩きは~f:{忠*器材、淡の楽町ìi天井部中央

mlより 3cm私:のm創立lに少なくとも 2聞の叩きを地して

いる?
須IJ:i:r.~諜材、&ぴIf~杯に残る|可心問叩 き也互に|対しては

柏野tit三氏や江浦洋氏当事:の論攻があるが、江訓浦i氏の分

宇獄Jiによれ{ぱま一号

合例はA票労類1質1に属する。 A級 . B~の差 lま、 H制Ij的にm

絞する部分があるものの、 A~~iから B綴への 111子問的変

化として考ーえられておリ 、無担苦手寺1号ー墳と御合法鎖、

の途いもこの要因に法づくものとして捉えられよう。

また湖l菊地域においては、守山iTi背身南遺跡を初め

として17遺跡31例について悶磁の土総の報告があるが、

235粉、についてみれば3逃跡4例出土しているにすぎな

い?全国的にみてもこの般の同心円lIllきは、言まがが中

心となり 13杯は数盆t.，"Jに{革かしかなく 、i却IJj菊池械の出

土状況もこれに合致していることが指摘できる。

これらの技術的 ・地域的系議若干の問題については、

上記のごとく資本|的にも依かであり不明 な点が多いた

め、今後の資料の治加を待ち改めてi検討。していきたい。

4. きL、ご {こ

先記したごとく 、従来よリ草津市域は合機の紛務な

地燥のーっとして扱われてきた。また、数蛍I耐と伴せ

て規模的或いは質的にも、周辺地械の古績と比較した

場合、貧弱な感、は拭いさることはできない取も本笑と

震える。

このJ隊な状況の中で、今聞の無量奔考古墳鮮の発見

{主、近年の発場調査によって線認されてきている小規

模削平古tstの存存ーとも伴せてφ市械に米下irtiaの古;肢が

存花する可能性を我々に強〈示唆する結来となったこ

とは確かであ る。

また 、 知l~鼓努考古:tJt君~q立、築造年代或いは地理J!.的に

見た場合、同古墳群北京に位置する部m合償群との1m

には磁機的関連1':1:が予恕されるのであって、主事j労市東

南部地区(旧志津村)周辺の古墳時代、とくに後期の

;鍛相をj将明していく上で無量得若手古墳群の存在は無視

することはできないであろう。カ日えてこれらの小?見キ~

古地税の存在が2草津市の古敏文化のー簡を詩りうるも

のとして今後さらなる注意が必要と言える。

調査者の怠緩から 、古墳群の発見よリ 3if.t経過し

てしまい資料公開の機会を失っていたが、ここに無品

券寺古墳1洋の綴告並びに若干のii*~当事を述べる事がで

費軽量寿寺 |号漬(南より)

無量努寺 2号墳(東より )

きたよ とはさドいであった。

f!，};f去にな ってし まったが、m母親子寺住職伊総生郎氏

並びに装地の所有名ーである北川数成氏におかれては、

現地調続実施に際して多大な便宜を~.I・ っていただき、

またiJ1土i詰物の尖測については後良大学生消水欣善指

の手を煩わせてしまったが、併せてこの紙而を他 リて、

関係者各t立に厚〈 札 を述べたい。

(小宮徳幸)

、互
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